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(社 )全国
老人保健
施設協会

職員基礎研修会 会員施設職員 (冥務経験2年
未満 )

介護老人保健施設の理念を中心に職員として必須の基礎的知識の習得
券 日 的 に 車 怖 _

4回 4カ所
10時 re345

今
317人 10,500円

10,212.423

円

中堅職員研修 会員施設職員(実務経験5年

程度 )

介護老人保健施設における中堅クラスの職員としてのスキルアップを目
的に講義形式とグループワーク形式にて実施。

4回 4カ所
11時間45

分
588人 21.000円

11,744,532

円

ケアマネジメント実
践講座

会員施設職員 介護老人保健施設職員がケアマネジメントの一環として高齢者ケアプラン
の意義と役割を理解し、施設サービス計画の策定と評価に必要となる視
点・知識・技術の習得のために実施。

1回 1カ 所
7時間15分

(2日 )

167人 21.000円 2,798,743Fヨ

リハピリテーシヨン
研修会

会員施設職員 介護老人保健施設におけるリハビリテーシヨンについて平成21年度介護
報酬改定関係の最新情報や実務者として必要な知識を習得することを目
的に実施。

1回 1カ 所

10時間35

分
(2日 )

135人 21.000円 2,408.505R

施設内感染症防
止対策指導者養
成研修会

会員施設職員 施設内における感染症の集団発生防止について必要な知識を習得し、施
設における万全な体制を整備すること等を目的に実施。 1回 1カ 所

12時間5分

(2日 )

145人 21,000円 3,098,483F彎

通所リハビリテー
ション研修会

会員施設職員 介護老人保健施設併設の通所リハビリテーションにおいて、在宅生活を支
援するための役割や連携等について理解を深めるために実施。

1回 1カ所
4時間35分

(1日 )

289ノ｀ 10,500FB 1,786.347R

認知症高齢者ケア
研修会

会員施設職員 認知症高齢者に対するケア、リハビリテーションについて理解を深めるた
めに実施。 1回 1カ所

9時間45分
(2日 )

112人 21,000円 2,484,293R

平成21年4月 介護
報酬改定『リハビリ
テーション研修会』

会員施設職員 平成2¬ 年4月 介護報酬改定後の介護老人保健施設のリハt‐ リテーシヨン
について理解を深めることを目的に実施。 1回 l力 所

5時間30分

(1日 )

388ンヽ 12.600円 3.109.509R

第20回 全国介護
老人保健施設大
会 新潟
高齢者ケアプラン
策定実践講座

会員施設職員 ケアプランの作成・評価技術の習得のために実施。

1回 1カ所
4時間45分

(1日 )

182A 10.500F]

第20回 全国介護
老人保健施設大
会 新潟
摂食・嘩下・栄養

会員施設職員 摂食・喋下障害への対応と栄養ケア・マネジメント技術の習得のために実
施。

1回 1カ所
4時間45分

(1日 )

179人 10,500円

第20回 全国介護
老人保健施設大
会 新潟 リハビリ
千――゙′■ヽノ

会員施設職員 介護老人保健施設のリハビリテーシヨンについてテーマごとに学ぶために

実施。
1回 1カ所

4時間40分

(1日 )

233人 10.500F号

第20回 全国介護
老人保健施設大
会 新潟 現場で
の認知症ケア

会員施設職員 認知症高齢者がその人らしく暮らせるためのトータルケアを学ぶために実
施。

1回 1カ所
4時間45分

(2日 〉
147人 10.500円

実地研修 Aコー
ス (基礎実技習得
コース)

会員施設職員(老健勤務1年

以上の者を対象 )

介護老人保健施設の理念と役害1、 支援相談、入所判定、ケアプラン、認知

症高齢者ケア、リスクマネジメント、感染症、栄養・食事・口腔ケア等につ

いての講義及び看介護、入浴、レクリエーション、リハビリテーション等の
空lt響緯

83回

要地研修

指定47施

設にて
3疇 492ノk 9.450円

実地研修 Bコー
ス(専門実技習得
コース)在宅復
帰・在宅支援

会員施設職員 (老健勤務2年

以上の者を対象)

在宅復帰。在宅支援について (実地研修指定施設にて設定 )

12回

実地研修
指定6施

設にて 3日 ～5日 58人 3,150円 /日

実地研修 Bコー
ス(専門実技習得
譲―ス)リハビリ
テーション

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象 )

Jハビリテーションについて(実地研修指定施設にて設定 )

22[ヨ

実地研修
指定14施

設l_て 2日 ～3日 71人 3,150円 /日
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案地研修 Bコー
ス(専門実技習得
コース)認 知症

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

認知症 についてく冥地研修指定厖設にて敲足 )

12回

奥地研修

指定8施

役にて 1日 ～5日 76人 3,160円 /日

実地研修 Bコー
ス(専門実技習得
コース)摂食・喋
下 (口 腔ケア)

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

瞑食・喋下 (口 腔ケア)について(実地研修指定施設にて認定)

6回

夫犯鮒惨

指定4施

設にて 1日 ～3日 34りヽ 3,150円 /日

案地研修 Bコー
ス(専門実技習得
コース)栄養ケ
ア・マネジメント

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

栄委ケア・マネジメントについて (実地研修指定施設にて設定 )

11回

実地研修
指定7施

設にて 28～ 5日 47人 3.150円 /日

実地研修 Bコー
ス(専門実技習得
鶏―ス)リスクマ
ネジメント

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

リスクマネジメントについて(実地研修指定施設にて設定 )

i4回

実地研修
指定8施
設にて 1日 ～3日 102ノk 3.150円 /日

案地研修Bコース

(専 Fl実技習得
コース)ユニット

ケア

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

■ニットケアについて (冥地研修指定施設にて設 定 )

5回

実地研修
指定3施

設にて 3日 23人 3,150円 /日

実地研修Bコース
(専門実技習得
コース)相談業務

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

相談業務について(実地研修指定施設にて設定 )

3回

栗地け診
指定3施

設にて 2日 ～3日 12人 3,150円

実地研修B調―ス

(専門実技習得
コース)全職員に
よる施設運営(M
ST活 動 )

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

全職員による施設運営(MST活動)についてについて(案地研修指定施
設にて設定)

1回

実地研修
指定1施

設にて
2日 11人 3,150円 /日

案地研修Bコース

(専門実技習得
コース)終末期ケ
ア(ターミナルケ
ア)

会員施設職員(老健勤務2年

以上の者を対象)

終末期ケア (ターミナルケア)について(実地研修指定施設にて設定 )

5回

英地域惨

指定2施

設にて 1日 ～2日 28人 3,150円 /日

鯰 tf:11響彎雪ヤ:警,F,|,筆言| 島劃臓1靭  「:71?↑警撃量FマT7'「
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・介護事業全体の人手不足等により、施設においても人員等
の理由により参加し難い状況がある。そのような状況であつて

も施設職員にいかに研修会に参加してもらい、サービスの質
の向上に努めてもらうことができるかが課題。

・会員施設への一斉同報による案内後、各都道府県支部へ県内施設に対
する周知を依頼している。
・参加者に対する事後アンケートを参考に次年度のカリキュラムの見直
し、講師の選定を行いニーズに沿つた内容によることを研修委員会にて検

討。
・基幹である職員基礎研修会、中堅職員研修会は年度内に複数回、複数

県にて開催し、より多くの職員が参加できるようにしている。

・ケアの質の向上のため、研修に参加することに対するインセンティフ
・限られた人員の中で運営している施設が職員に参加させるために人員の調整を

行つていることに対する担保
・キャリア開発教育システム



事業者団 査 (全国社会福祉施設経営者協議会 )
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福祉施設

経営者協

議会

↑護保陳學栗経
営セミナー

介護事業を実施する会
員法人の役・職員

毎年、制度改革等の動向に応じてテーマを設定。【21年度実績 :3回】
①「介護職員キャリアアップセミナー」
～介護職員処遇改善交付金への対応と、専門性を高める人事制度の構築に

ついて～
②「木造福祉施設セミナー」
～建設コスト削減・工期短縮で、知己の二一ズに素早く対応した施設展開へ～
③「高齢者住宅への取組みと介護サービスの融合を考える」
～社会福祉法人が蓄積したノウハウをもつて、法改正に伴う新たな介護事業経
営の展開へ～

3回
1回につ

き1カ所

3回合計で、
135時 間 (3

日)

1,342人
12.500円 ～15.000

円
17.584,000円

社会福祉法人経
営者講座

戯員(理事、監軍等)、

施設長、事務長等
社会福祉法人経営の能力向上
これからの社会福祉法人には、地域社会との信頼関係を築き、社会・地域にお

ける福祉の発展充実に貢献することが共通課題である。
本講座は、社会・地域からの期待に応え続けられる、安定的、継続的、発展的

な事業経営を可能とする能力が習得できるよう、幅広いプログラムにより構成。
・福祉経営総論 ・サービス管理 ・財務管理 ・リスクマネジメント 。人事管理
・労務管理 ・事業分野男1毎の経営実践事例研究 (介護・障害・保育)

1回 1カ所
〕3時間 (前

期:3日 、後期
〕日間)

200メ、 86.000F号 18,394,000F]

社会福祉法人 生
任/係長講座

=5～ 15人のグ
ループリーダーに
求められるもの雲

職員 (グルーフリー
ダー・主任・係長 等 )

※法人・施設内の5～

15名 程のグループや
チームリーダー層を想
定

a)チームを効果的に統率するために必要なリーダーシップと、その実践のため
のコミュニケーション方法について学らヽ
②組織のリーダー層に必要な、伝える力とマネジメントカを学ぶ
0社会福祉法人の経営環境に鑑み、取り組むべき事項や視点を理解する。
参考 :平成21年度における講義
・「これからの社会福祉法人と主任/係長職への期待」
～諸制度の動向と、現場業務を進める際に留意すべきポイント

・成長と自立を促す対話型コミュニケーション
～先輩(上司)と後輩(部下)の関係性に豊かな価値を～

・「組織活性化のためのチームコミュニケーション～現場リーダーに求められる新
たなリーダーシップJ、「伝える力・伝わる話し方とマネジメントカ」

1回 1カ所
145時間 (2

日)

250人 25,000R 6,300,000円

コーチングトレー
ニング講座

職場における中間層
(リ ーダー・主任・係長
等)クラス

Oコミュニケーション活性化による、職員満足度・サービスの質・利用者満足度
の3つの向上を目的とした「コーチングのトレーニング」。
Oほとんどの時間が実演、実習。エクササイズ・ロールプレイを通じて、コーチン
グを体感。

3回
1回 につ

き1カ所
95時間

1回につき
50人 (3回
150人 )

28.000F月 4.200,000F9

リスクマネジャー
養成講座
(初級編および上

級編 )

福祉施設におけるリスクマネジメントの仕組み・体制づくりを、「利用者の安心と
安全を実現する適切なサービス提供を実現することで、サービスの実を向上さ
せ、利用者満足度をあげる取り組み」と定義し、安心・安全なサービス提供プロ
セスにおいて中心的な役割を担う「リスクマネジャー」を養成。
初級編と上級編を開催。

初級編 1

回、上級
編1回

初級編 1

カ所、上

級編1カ

所

初級編37時

間 (前期 :3日

間、後期3日

間 )

上級編12時

間 (2日 間 )

初級編200
人、上級
編80人

級
級

初
上

68,000F号

45,000FЧ
17.550,000H
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○時勢に合つたテーマの設定
○受講者二一ズに沿つた講師の選定
○適切な研修環境の確保
○実施費用と参加贅の設定

O介護職員に必要な時勢に合つたテーマを設定。
〇年間の研修実施日程を年度当初にまとめて提示するとともに、研修会の具体
的内容を示す開催要項を開催2ヶ 月前程度に公表することで、施設における動
務形態等への影響を最小限にとどめる。
O遠方からの参加に配慮し、開催時間は午後1時、最終日の終了時間は15時 に
設定し、参加贅が効率的な日程で参加できるよう配慮。

Э参加費用への補助
Э参加時の旅費、宿泊費等への補助
Э研修参加者の代替施設職員のための人件費等への補助



事業者団体調査 (公益社団法人全国老人福祉施設協議会 )
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公金延回
法人全画
老人福祉
施設協議
会

平威 21年 臓業

養ケア・マネジ

メント研修会

洒設長、管理栄委士、介設・書韻リーダー等
「

磯 II平成21年層介EI報酬改足を受けて」 講藝[l職酬改疋に伴つ宋賽ケア・マネツメ
ントの課題と対応J 綺義Ⅲ「カムウェル料理で施設ケアの全てが変わる」 講義Ⅳ「口腔
ンアと栄養ケア・マネジメント」 講義V「 対応困難事機のマネジメント」鵠義Ⅵ「他職種共

司の在り方について」
2回 2カ 所 95時 間(2日 ) 643人

会員 12.000円

非会員 20.000円
8,355.128円

V ttZ:竿鷹T
優職専門研修

池設の介護職 員その他 IE嚢 1 介贔字を振く 蒻薇Ⅱ 介護字をぶ (粟践発晟)

購義Ⅲ 口腔ケア 讚義Ⅳ 介饉職に必要な医学的知識とフィジカルアセスメント 2回 2カ 所 105時 間 (2日 ) 679人 会員 12000円

リト会長 20.000円
8 804 045Fl

第6期 (平成21

年度)介護カ
向上議習会

O施設として自立支援介順、個Bllケアの質向上に意欲があること
②参加職員は、施設におけるリーダー的立場に就くことを期待さ
れていること
③特男1養饉老人ホームの職員であること

調曇 :rl lttlIの 現状と今後の課題 (■に施 設長同け )、 121身 体介般・目立更螢基礎理浦 、

③パワーリハビリテーションの理論と介EI

事例:要介饉4の歩行改善、排泄自立、認知症のタイブ半1定トレーニング、鐵難症―身体不
観型、葛藤型、環境不適応型へのケアと経過、知的嚢退lll、 遊離型、回帰型のケアと経過
等

6□ |力 所
57時間(12日 )

イ1回あたり0 1rrm(2日 )

108施 設
148人

年晟

",00.000円

13,825,168円

,「 議 刀 l円 工8F

習会フォロー

アップ研修会

,韻力同上IJ膠倉 願:期 (半 威16年 度)～第6期 (平 屁21年度 )

の多加経験のある北海道・東北プロックの施設長及び職員等
瀾会挨1, ■ 購師挨拶 lll実践発表 Ⅳ 意見交換・質疑F●答 Vま とめ

1回 1カ 顧 25時間 (1日 ) 46ノk 2.000円 392580円

平成 21年 度認

田症介護実践

研修 (実践リー

アー研修 )

,護保険法第3条第22項に規定する介饉保険施設又は介眼保険
去第4:条 に規定する指定居宅サービス事業者及び介護保険法第
曖条の2に規定する指定地域密端サービス事業者等において介
晨業務に概ね5年 以上従事した経験を有している者であつて、実
践者研修を修了し1年以上経過している者とする。

D認知症介護の理念 0認知症介設のための組lll議 0人 材百成のためのl■漱 0
テームケアのための事例演習 ○実習課題設定

12回 12カ FJl

全国老施協標準カリ

キILラ ム

・泊機・演習 42時 間

(6日 )

・他施設実習 (3日 )

・自施設実習 (4週 間 )

・実習報告とまとめ (:

31r。 人
会員 10,000円
非会員 30.000円

13.433568円

=茂
2:年 度認

0症介議実践

研修 (実践者

研修 )

置ね2年程度認知症介議業務があり、現在も従事する者で、身体
介護に関する基本的知識・技能を督得しており、次の(1)又 は②の

要件に該当した上で③の要件を満たす者
1)介護保険施設等に従事する介護職員等
2)認知症高齢者グループホーム、小規模多機能型居宅介護、認
知症対応型デイサービスの計画作成担当予定者
ゆ介護保険施設・事業所等に従事する介饉・看餞職員等であつ

て、介護福祉士あるいは同等以上の能力を有する方

D認知症介饉実践研修のねらい O新しい認知症介護の理念の輌桑
Э研修の自己課題の設定 O医学的理解 ○心理的理解 O生活の掟え方 ○生活の質
つ保障とリスクマネジメント ○認知症の人の理解に基づく生活のアセスメント 0人的燎
喚.住居環境を考える O地域社会環境を考える O生活支援の方法 ○家族の理解・高
論者との関係 O認知症の人の権和l擁額 鶴

3回 3カ所

・請義・演習 375時

間(5日 )

・他施設案習(1日 )

・自施設実習(4週 Fo3)

・実理報告とまとめ (1

日)

!41人
会員 60000円

非会員 20.000円
8,355.128円

ユニットリー

ダー研修会

ユニットケアを実施している施設に勤務する職員
ユニットケア実施を予定している施設に勤務する織員

Oュニットケアの理念と意義 Oユニットケア導入の過程 O高齢者の生活とその環境 ○
ユニットケアの具体的方法 O情報の活用を職員のサポート ○ユニットケア導入。運営計

画演習 等

1回 2カ所
請義・演習3日

実地・研修5日
43メ、 100,000R 6218640円

プ「設基壼整備
3年 戦略セミ
ナー

法人役員、癒設長、次長、総務、会計、介護保隣El求 :]当者、介
霞現場責任者

基錮講演 講崚 I「 介饉lt農 処遇改善交付金・施設整備助成等の解説、H2:介護報酬改
定の解説」 講義 I「 平成21年度介l■報酬改定を読み解くためのポイント」 t回 42カ所 3時間 (1日 ) 8380人 0円 13933478円

18PjI,r磯 サー

ビス向上 力研

修会

デイサービスセンターて働くリーダー的立場の職員 講演 : 行政報告「通所介護の介饉報酬改定と今後の課題」
El演 ■「研修のねらいとデイサービスの役奪1」 講演 lll「 通所介饉嵩1画の位ltllづ け」
講演Ⅳ 「効果的な瀬所介護計画書の作成」
グループワーク I事例検31『 Xt画書の作成JnI実 行表の88入から評価までのフロセスJ

1回

2カ PII

仙台市
/広島
県

87時 間 (2日 ) 620人 会員 :2000円

非会員 20.000円
10002439R

目別ケアセミ
トー

瓶設・事 業 FIIに 勤 務す る管理 省 および職 員尋 Э行政説明f個別ケアの理念と意薇 導厳ある生活を支える」 O綱浸・シンポジウム1個別

'ア

実践に向けて」Oグループワーク『個別ケアと施設運営」「個別ケアのハードづくり」

個別ケアのくらし」rュニットリーダー研修のフォローアップ」
1回

l力所
千葉県

8時 間 (2日 ) 328人 会員 12.000円

非会員 20,000円
4303.429円

地域ケア

ナー

セ ミ 施設・事業所に勤務する管理者および職員等 購演 II地域包括ケアの課題とこ宅サービスの今後の「Jl行」
購演】「在宅の重度化と在宅ケアの課題」
グループワーク「地域ケアシステム」におけるデイサ=ビスの役11、「短期入所系サービス
の連機のあり方」r在宅サービスを支える人材づくり」

,ロ
1カ 所
東京都

7時間 (2日 ) 233人
会員 12.000円

非会員 20,000円
5.526.639円

貫甲子7,7?琴
':「

1瞥7.:T.攣.lgデ:T↑11
質口3 ■彎璽甲■119■「

'■

が
'コ

するた
?F「PJtア F干下「1下|)「111 E田,T薔 0日

''く

のJF巨甲員な,型7●ため:Fどの■フτ平薇學,■F■●り下T'■

・全国の施設。事業所を対象に実施するため、回数、受願人致、研修手法に限界がある。

※東西に会場で実施の場合、数百人規模になるため、グループワーク等がが物理的に困難で

ある等
・年間を通して研修計画を作成しているが、緊急性及び必要度が高いテーマについては随時

企画実施するため、受講施設の年lL5tl画 が立てにくい。
・受講者が習得した技術や知識を自施設へ持ち帰つて伝達、展開する土壌づくりが必要。

・ホームページにより広く一般への募集を行うと共に、会員施設に対しては対象となる全施

設・事業所に郵送による開催要綱の送付を行うとともに、メールニユースなどで繰り返し案

内を行う。
・介饉職を対療にした職種別研修のほかに多職種が横断的に受31可能なテーマ鵬研修の

企画、実施を拡大している。
・研修会場を交通アクセス重視で選定するほか、開始時間、終了時間に配慮し、宿泊の必

要を最小限に抑えている。
・実施後、機関鯰等により、研修内容の周知を行うと共に、多加を促す。

・計画的な研9Fへの参加をすすめるためにも各施設の1■色に含わせた人材百晟のシステム及びキヤ
リアパス構築に対する意識の向上が必須。
,外部研修への参加の機会の拡大と併せて、施設内研修、O」 T等の体制を強化することltよって、ょ
り高い研修効果を得られると考えられる。



事業者団体調査(NPO法人介護人材キャリア開発機構)

質問111■団体における昨年度0介護摯員を対象とした研修籍にう|ヽそ|そ0名称11対象者
=内

容:実施回数等i●ういてt記載してください:

1■名称 |

‐F■  |||| lf■■籍
=11卜

11
●1年間
自備同動

,楽 ra
力孫 猜 ‐|

|■靖同孤 |
1`]日 1罰ゝ|

′|‐ キ同鷲蒻百
散■||■ |:

BI:翼用(1人
当たり)|‐ |

31賀用
r総恵奏書〕

P,lf‐響

NPO法人
介護人材
キヤリア開
発機構

介護福祉士
ファーストステッ
プアップ研修

近畿老人福祉施設協議会6府

県3指定都市加入施設 (約

1,100施 設)職員

介護福祉士ファーストステップ研修・
チーム連携領域」「チーム運営管理領域」

1回 1カ 所

果含研修64

時間 (8日 )

自職場課題
64時間

37ン｀

(延べ234人 )

52.000円

(教材費込
み )

1,190.552F]

平成20年度含護福llti
ファーストステップ研修
「個別ケア領域」の継続研
修としての実施

介護福祉士
ファーストステッ
プアップ研修 講
師養成研修

近畿老人福祉施設協議会6府

県3指定都市各府県市協議会
推薦の講師候補者

介護福祉士ファーストステップ研修を各県で実施する
ために、現場の介護職を講師として養成することを目
的とする。講義と演習の進め方について研修を実施
し、近畿老人福祉施設協議会で20名 講師を養成した。 1回 1カ 所

集合研修80

時間 (9日 )

講義・模擬
演習評価指
導 (3日 )

20人
(延べ159人 )

20,000円

(一 部5,000

円 )

ファーストス
テップ研修と
一体的に事業
実施

介護福祉士ファーストス
テップアップ研修 (8日 間)

と連動して実施し研修終
了後、毎回1時間の講義・

演習の進め方について指
導。

,rヨ電子昌71L=E

ファーストステッ

プアップ研修

青森県老人福llL施設協議会
加入施設 (約 130施設)職員

介護福祉士ファーストステッフアッフ研修
「個男リケア領域」「チーム連携領域」「チーム運営管理
領域」 1回 1カ 所

集合研修
120時 間
(15日 )

自職場課題
100時 間

40人

(延べ 560人 )

60,000円

(教材費込

`い

)

喬森県老施協主催の研
膠について、当法人のカ
リキュラム・研修手法の提
供及びスタッフ派遣による
研修運営協力。

買間2研 修等の粟施にあたり、何か課題はありますか。

|:‐ | ‐‐

質問3できるだけ多くの介順職員が参卿するために
どのような工夫をしていますか:| .|‐ ■ | | ‐

風間41T雷●Fリンくの,唯辱興η砂 甲丁るたのにとのよつな薫磯が必異たと思い

=丁
力ヽ .

=| 

・
‐  ||   ‐   ||:●  

‐

|

D経験豊かな現場の職員を講師として養成すること。
②終日研修に適した、通いやすい会場の確保。
Э研修費の負担軽減の課題(個人参加を可能とすること。)

D全科目を通して一貫して「全人的理解」「尊厳の保持」「人間
輩係の構築」などのケアの理念を反映した統一性のあるカリ
キュラムと研修内容の維持
DЭのための一貫した教材の準備

0現場の動務調整に負担のないように開催頻度を月
に2日までとし、連続や集中開催を回避
②職員の研修及び研修に係る経費(参加費、交通費)

負担に対して、事業者の協力を求めている
③地域の事業者団体において共通の認定研修を設定
すること、さらに、当該研修を各自治体に対して一定の
制度研修として認定することを働きかけている
④参加じやすい会場の確保や中核施設の活用

υ所属事業所における参加しやすい環境、勤務の調整などの理解
Э参加しやすい開催頻度や日程、研修費用に対する補助
Э介護職員のキヤリアパスと必要な研修等の明示化
Э介護職員のキャリア形成にとって魅力ある演習方法や内容
Э介護福祉士にとつて、スキルを高めることが魅力あるものとする環境整備(処遇、社会的認識など)

Э派遣元法人に対してキャリアに応じた一定の研修派遣を法定上の義務とすること



事業者団体調査(公益社団法人日本認知症グループホーム協会)

1驚経狩導I轟 1ご1lilギ群繋■: 辮 鮮 腎柵 薔懸 蹄 デヽ:`瀑 R割盟ふ I麟li標準|■1

公金fI回 法
人日本認知
症グループ
ホーム協会

認7ul狂 ,「 護芙
践研修 (実践
者)

介護保漿厖設等に従手する介護職員等であつ
て、介護に関する基本的知識、技術を習得として
おり、1年以上認知症介護に従事した経験を有す
る者。

2知 FI介護に関する実践的な知識及び技rrを 修得するための
研修。
認知症の人の尊厳ある生活を支援するために、理念に基づいた
実践的な知識と技術を身につける。 3回 3カ 所

講義・演習 5日
外部実習 1日
職場実習 20日
まとめのレホ

・―卜提
出

149A

会 員 30,000円

非会員 60,000

円

認知症介護実践者等養
戎事業の実施についてJ

及び「認知症介護実践者
等養成事業の円滑な運饉
こついてJに準拠し実施

認知症介護実
践研修 (リ ー
ダー研修 )

介護保険施設等に従事する介護職員等であつ
て、介護に関する基本的知識、技術を習得と
しており、5年以上認知症介護に従事した経
験を有し、実践者研修を修了して 1年以上経
過している者。

認知症介護に関する実践的な知識及び技術を修得するための
研修。
実践者研修で得られた知識・技術をさらに深め、介護保険施設・

事業所において、ケアチームを効果的・効率的に機能させる能力
を有した指導者を養成する。 1回 1カ 所

講義・演習 7日
外部実習 3日
職場実習 20日
まとめ  1日

23人

会 員 50.000円

非会員 90,000

円

「認知症介護実践者等養
成事業の実施について」
及び「認知症介護実践者
等養成事業の円滑な運営
についてJに準拠し実施

認知症対 F● 型
サー ビス事業
者管理者研修

介護保険施設等に従事する介議職員等であつ
て、介護に関する基本的知識、技術を習得と
してお り、 3年 以上認知症介護に従事 した経
験を有 し、実践者研修を修了し、認知症対応
型共同生活介議事業所、認知症対応型通所介
護事業所、小規模多機能型居宅介議事業所で

管理者 となる者。

認知症対応型共同生活介護事業所、認知症対応型通所介護
事業所、小規模多機能型居宅介護事業所を管理・運営して
いくために必要な知識及び技術を修得する。

3回 3カ 所 講義・演習 2日 95人

会 員 15,000円
非会員 50,000

円

「認知症介護実践者等
養成事業の実施につい
て」及び「認知症介護
実銭者等養成事業の円
滑な運営についてJに
準拠し実施

翌臭』官海協ΥttT'T'IT午留ず?17
●
４
■

■
間

．

質

認知症介護実践研修(実践者)は昨年度、32都道府県と8都市の当該研修の

修了認定を受けた。会員は全口に存在するので、全ての都道府県等の修了認
定を受けることが今後の課題である。認知症介護指導者の質の差が大きい。
認知症介護実践研修 (リ ーダー研修)は昨年度、25都道府県と8都市の当該
研修の修了認定を受けた。会員は全国に存在するので、全ての都道府県等の

修7認定を受けることが今後の課題である。認知症介護指導者の質の差が大
きしヽ。
認知症対応型サービス事業者管理者研修は昨年度、30都道府県と9都市の

当該研修の修了認定を受けた。会員は全国に存在するので、全ての都道府県
等の修了認定を受けることが今後の課題である。

認知症介護実践研修(実践者)は、研修期間が長いため、職場
を離れる期間も長くなる。そのため、参加者、法人にとっては負
担が大きい。その軽減のため、研修勝催会場を考慮している。
H21年 度 東京2回 1ヒ海道1回 ‖20年度 愛媛、音森、新潟、
愛知 各1回実施
認知症介護実践研修 (リ ーダー研修)は 、研修期間が長いた

め、職場を離れる期間も長くなる。そのため、参加者、法人にとつ
ては負担が大きい。その軽減のため、研修開催会場、日程を考
慮している。 研修会場 北海道 1回 日程 請義・演習 7日 間
(一 日の講義時間を長く設定した)

開催地の検討、日程の検討を行つている。

認知症介護実践研修(実践者)は 、基準省令にも定められている研修である。質問2の回答にあるように、当協
会の会員は全国に存在する。そのためにも、全ての都道府県等の修了認定を受けることができればよリー層、介
護職員が参加するのではないかと考える。このために都道府県等への働きかけが必要である。
講師の質の差を是正する必要がある。講師によつて、受講した結果、自信、モチベーション等が下がる場合があ
る。一日のレビュー、振返り、アンケート等の結果を可能な限り反映させるようにしている。
認知症介護実践研修 (リ ーダー研修)は、加算要件の対象となる研修である。質問2の回答にあるように、当協

会の会員は全風に存在する。そのためにも、全ての都道府県等の修了認定を受けることができればよリー躍、介
護職員が参加するのではないかと考える。このために都道府県等への働きかけが必要である。
講師の質の差を是正する必要がある。講師によって、受話した結果、自l● 、モチベーション等が下がる場合があ
る。一日のレビュー、振返り、アンケート等の結果を可能な限り反映させるようにしている。
認知症対応型サービス事業者管理者研修は、加算要件の対象となる研修である。質問2の回答にあるように、

当協会の会長は全国に存在する。そのためにも、全ての都道府県等の修7認定を受けることができればよリー
層、介護職員が参加するのではないかと考える。このために都道府県等への働きかけが必要てある。



質問●:貴団体IIおげる昨年度の介護職員を対象とした研修年につしヽて
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NPO法人
市民福祉
団体全国
協議会

第 14回 トップマネ
ジメントセミナー

(地域福祉の再
構築に向けて)

たすけあい活動NPO法人
関係者、介護事業関係者
など、その他どなたでも(主

に会員団体のトップマネジ
メント)

1日 目

【基調講演】地域の福祉を守る
【政策解説】「市町村地域包括ケア推進事業の実施」について
<パネルディスカッション>地域包括ケアを担うインフォーマ
ル・サービス

2日 目

【講演】「日本の社会保障制度」に関する考察
1回 1カ所 55時間 80A 7,000円 4,505,000F用

高齢者の住宅間
題を考える

会員団体の職員を含めて
すべて(一般参加も可 )

基調講演 :高齢者の住まいに関わる関連施設の動向
パネルディスカッション:高齢者の住宅問題を考える

1回 1カ所
2時間 (1

日)

70人 0円

質問2研修等の実施:|あたり、何か課題はあります
か||■ |  ■ ||:「 ■||||||‐ ||■ |‐

‐‐
質問3できるだけ多くの介護鷲号督?智1,午?F19‐すうな工夫をしていますか6 1

質問4
すか。

保険者の見解 (ケアマネジャーとのやり取りや、プランを通じ
て)に疑間をもっている介護職員が多数おられるので、中央
官庁スタッフとの直接の意見交換の場を設定できるように
テーマを設定している。
現場では解決困難な問題に対処するための機会提供が必要
と考えている。

全国各地での開催が必要だと考えるが、開催費用の捻出が困難である。参加者に東京
や大阪までの旅費が提供できるか、全国各地で開催するための主催者への開催費支援
があると機会を増やせる。



質問11量団体における昨年節

'機
職員を対象とした研修観鋤 て:その名

市民福祉
団体全国
協議会

で～石毛えい子饉員・山崎摩耶饉員・コーテ
・
ィネーター 結城康博運営委員

からのいきいき人生 ! 人生 !J第 1部 :露演 Iあな)歳からのいきいき人生 !J第 1部 :露演 Iあなたの生きがいつくりへのにントJ市 3
田中尚輝 第2部 :シエアのパワーを求めています !』NPOグループかけはし:田 中

子 ～意見交換会 1シニアサロン紹介～

克彦● 鶴演「NPOと 地域極社」市民協・田中尚輝・C)NPO活動報告とハ
‐
ネル8j

織田伸二・賽古光子・大野木里美・コーディネーター :田 中尚輝

午翻 1宅 老所分14象■)=老所ならで:よ のサービスの電老防の理冨について 1午 後 :

演「尊厳ある生き方～宅老所の役割」堀田力氏十ハネル8f論 1厚労省・浅川・西田・近
.コーディネーター田中尚輝

J大 分県福祉課長・13ハ ネルディスカッショ・/r居住施設系の運営のあり方J土

栄二・西田京子・斉藉鈴子・コーティネーター 田中尚輝

年次総会と市民協研修会
「共生協働によるコミュニティビジネスについて」田中尚輝

介II事業の成熱めざす挑戦者J

一部 恙轟講演 田中尚輝、第二部シンポジウム ′`ネリスト(舞 )社団慈泉会ひもろ

グルーブ千葉喜弘、NPO法 人かたくりの会佐藤tt子 、介II員ほか。

撃 栞の成熟をめ

しい公`協働を考える「NPO事 業運営フォーラムJIR済 I新 しい公・協働に向かつて伺

期待するかJ栃 木県民文化部 池/t寛 ハネルテ
・
イスカツシヨン池亀寛・高橋克法 前田

― コーディネーター 田中尚輝～意見交換～

る !団塊の世代のゆとりと技」

1,基 調鵬演 「コミュニティカフエがおもしろい」田中尚輝 .12)コミカフエおしゃベリ合戦

法人わたらせライフ 宮地豊高.NPO法人よるずや余之助 桑原二郎、田中尚輝

への現場の介tt力」

8回 福 4■たすけあいフオーラム 1認知症高齢者への現場のプ)81カ Jll l躙 演1認 知掘

齢者の介81のあり方J神務・②問題提館「市民セクターの役lllJ田 中尚輝・0分科会
1・ Π・0介護保険とNPOへ の期待J土 生栄ニ

チーマ より良い介護と福祉のまちづくり ■)燎 演:地域福縁 まらつくりJ松翻翼英 (2'

告「NPOが 目指す福祉のまちづくり」渡邊毒江 |ま か13ン ネヽル討論「サービスの質を向

させるために,・ 兼間道子・島津強子・田中久江・演濃審江ほか。●―ディネータ‐ 田中尚

3/13(■ )現地N,0視察研修～大崎上島の福祉施設～

域たすけあいフオーラムhみ えI地 域福祉の再編疑にむけてJ、 9講濱
「
地域包i3ケ

をleぅ ィンフオーマル・サーヒ
・ス1田 中尚輝、121パ ネル討餞「福祉有償運送のこれからJ

、更谷令治、真柄和也、山路秀雄、浜中佳芳子、コーディネーター田中尚輝

地域たすけあいフォーラム:Nみ

葛齢者の在宅生活をサホートするコミュニティケアづくり」綱演 1高 齢者ll会とll宅・コ

ュニティカフェ1田 中尚輝、事例発表 1大 分県でのコミュニティカフェの実践事例の紹

二輪 まどか氏 (宮崎産業経営大学法学部n師 )、 地域でのふれ合いサロン活動

孝子氏(宮崎21高齢者福祉研究会 11理事長 )、 宅老所の実践活動

者 の Fl宅 生活をサポー トするコ

ミュニテイケアづくり

田中尚輝、松山市内で活躍のNPO法人こころ塾村松つね氏、託老所あんき中矢
ミュニテイカフェが地域を支える

部 学習鵬演、「今、地域福ttの活動にもとめられてしヽることは…・JII師 1田 中尚

二部 移動サービスの交流とネットワークづくり 1)活動報告 交流、2)ネ ットワーク

のネットワークを目指し
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